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平
成
２８
年
を
迎
え
て

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

つ
つ
が
な
く
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
２７
年
は
、
会
員
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
に
よ
り
ま
し

て
、
計
画
し
た
事
業
は
す
べ
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
２７
年
は
役
員

・
委
員
が
、
会
員
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
協
会

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
協
会
運
営
の
基
本
と
な
る
規
約

・
規
程
類
に
つ
い
て
、
ク
み
ん

な
が
見
や
す
い
″
を
目
標
に
内
容
の
見
直
し
と
体
系
化
を
図
り
ま
し
た
。

又
、
役
員

・
委
員
な
ら
び
に
会
員
の
皆
様
に
は
、
規
約

。
規
程
、
ル

ー
ル
ブ
ツ
ク
に
基
づ
い
た
行
動
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
上
部
団
体

の
日
本
体
育
協
会
が
提
唱
す
る
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
宣
言

「あ
く
し
ゅ
」
「あ

い
さ
つ
」
「あ
り
が
と
う
」
を
協
会
活
動
の

一
環
と
し
て
取
り
入
れ
て
参

り
ま
し
た
。

平
成
２８
年
、
新
し
い
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

私
た
ち
協
会
は
平
成
２７
年
の
活
動
を
基
軸
に
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
り

ま
す
高
齢
化
問
題
を
取
り
入
れ
、
次
の
事
項
を
重
点
に
活
動
を
展
開
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
．
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
の
普
及
活
動
に
よ
る
会
員
登
録
数
１
３
０

０
０
人
の
達
成

会
員
登
録
数
は
、
平
成
２４
年
度
が
１
３
４
１
５
名
、
３
年
後
の
平

成
２７
年
度
は
１
２
６
５
４
名
と
７
６
１
名
の
減
少
で
、
年
々
、
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

役
員

・
委
員
は
こ
の
実
状
を
認
識
し
、
会
員
増
強
活
動
を
第

一
優

先
に
取
り
組
み
ま
す
。

そ
の
具
体
的
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
研
修
会
の
実
施

（啓
蒙
）

①
理
事
及
び
評
議
員
の
研
修
会
の
実
施

②
専
門
委
員
の
研
修
会

③
事
務
局
長
会
議
の
開
催

②
未
加
盟
団
体
加
盟
教
宣
の
実
施

①
未
加
盟
団
体
に
役
員
訪
問

②
県
議
自
民
党
懇
話
会
と
の
活
動
強
化

０
高
年
齢
化
対
応

（普
及
）

①
高
年
齢
化
対
応
の
大
会
運
営

②
参
加
し
や
す
い
大
会
費

③
循
環
バ
ス
等
に
よ
る
足
の
確
保

０
ジ
ュ
ニ
ア
及
び
３
世
代
活
動
の
実
施

①
ジ
ュ
ニ
ア
講
習
会
及
び
補
助
金
の
検
討

②
３
世
代
大
会
の
検
討

⑤
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
の
Ｐ
Ｒ
の
実
施

２
．
コ
ス
ト
の
節
減

協
会
経
営
は
、
会
員
の
減
少
に
よ
り
会
費
に
応
じ
た
運
営
が
必
要

と
な
り
、
次
の
事
項
を
実
施
し
ま
す
。

０
必
要
経
費
の
５
％
の
削
減

②
創
意

。
工
夫
し
た
費
用
の
構
築

０
派
遣
費
用
の
見
直
し

０
大
会
経
費
の
見
直
し

０
事
務
費
等
の
見
直
し

３
．
Ｉ
Ｔ
教
育
の
実
施

０
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
拡
充

①
未
加
入
者
登
録
と
登
録
者
の
再
教
育

②
理
事
登
録
者
啓
蒙
の
実
施

②
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
確
立

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
と
ご
家
族
の
ご
健
康
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。
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一　
　
　
第
２
回
埼
玉
新
聞
社
杯
　
　
　
一

さ
い
た
ま
市
Ｇ

。
Ｇ
協
会
　
林
　
充
司

１０
月
２７
日
雨
予
報
の
天
気
は

一
転
、
初
夏
を
思
わ
す
晴
天

に
恵
ま
れ
、
東
西
南
北
各
地
区
祭
り
大
会
の
予
選
通
過
者
１

０
２
４
名
が

一
同
に
会
し
た
第
２
回
埼
玉
新
聞
社
杯
が
熊
谷

市
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園
で
開
催
さ
れ
た
。

「
ア
レ
ー
」
「
ア
ラ
ー
」
各

コ
ー
ス
ニ
月
惑
い
の
声
が
聞
こ

え
た
陸
上
競
技
場
、
補
助
競
技
場
、
例
年
と
異
な

っ
た
芝
生

の
転
が
り
に
驚
き
、
大
蛇
の
よ
う
な
極
端
な
ス
ネ
ー
ク
ラ
イ

ン
は
影
を
ひ
そ
め
、
短
く
刈
り
こ
ま
れ
最
高
に
仕
上
が
っ
た

高
速
グ
リ
ー
ン
に
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
悪
戦
苦
闘
、
７０
打
前
後
の

攻
防
と
な
り
ま
し
た
。

電
光
掲
示
板
を
使

っ
た
表
彰
式
も
上
位
入
賞
者
の
名
前
に

一
喜

一
憂
、
大
勢
の
仲
間
か
ら
祝
福
の
握
手
を
受
け
感
無
量
、

ト

ロ
フ
イ
ー
、
賞
品
、

協
賛

の
カ
ラ
フ
ル
ボ

ト

ル
、
指
定

ホ
ー
ル

の
林
檎
箱
と
を
両
手

に
競
技
場
を
後
に
す

る
。
折
し
も
東

の
空

か
ら

の
大
き
な
満
月

が
祝

っ
て
く
れ
た
よ

う
な

一
日
で
し
た
。

成 績 表  総含優勝 国井 勝 憮 谷市)
Arllコート 男子の部 [子の部

]l頁  位 氏 名 スコアー 雨町名 氏 スコアー 雨町名

4雇弄 月考ヽ 谷田部禾Πン 65 誠谷市 吉 田 甫子 64 0 ‖誠市

準 笠原  孝春 65 上尾雨 遠 藤 洋 子 65 】ΣttL「lD

第 3位 林  充司 66 ③ さいたま市 村上 紀子 66 熊谷市
第 4位 ノ|ヽチ≡華 宏 フ 66 (3) 北本雨 田中 嘉子 68 (4) 深谷市
〔ヨEコ ヽイ南 |1崎富羊雄 6ワ  ② 川誠市 油 円 羊平 68 0 ‖誠市

πコート 男子の部 【子の部

‖l員  位 氏 獨 スコアー 雨町名 氏 名 スコアー 雨町名

国井   勝 63 熊谷市 吉澤理恵子 66 誠谷市

準優勝 星崎 善雄 6b 越谷雨 青 本 洋 子 6'ノ 熊谷雨

第 3位 吝 蘇 禾 1里 66 ③ 華手南 内田 華枝 68 熊谷市

第 4位 森 一二三 67 (の 熊 合 巾 本寸E日 IEX子 69 伊奈町

第 5位 団田 All作 68 ③ 伊奈 EIT 1本 雪〕T 70 絨 谷 市

一　
偶
然
を
精
進
に
変
え
よ
‥
　
一

羽
生
市
Ｇ

。
Ｇ
協
会
　
岡
田
　
文
三

平
成
２７
年
１１
月
２４
日
第
６
回
ゆ
う
ち
ょ
と

き
め
き
倶
楽
部
杯
に
思
い
も
よ
ら
ず
、
優
勝
す

る
こ
と
が
出
来
、
大
変
驚
い
て
居
り
ま
す
。
こ

の
朝
、
カ
ゼ
気
味
で
体
調
不
良
で
テ
レ
ビ
の
運

勢
占
い
は
最
悪
、
こ
ん
な
日
は
他
人
に
迷
惑
を

掛
け
な
い
様
に
す
る
こ
と
が
大
切
と
決
め
参

加
す
る
こ
と
だ
け
を
考
え
て
挑
み
ま
し
た
。

組
み
合
わ
せ
を
見
る
と
強
豪
選
手
が
揃
い
、

緊
張
は
高
ま
る
ば
か
り
、
と
も
か
く
プ
レ
ー
に

没
頭
し
よ
う
と
心
に
決
め
気
持
ち
を
整
理
、
他

人
の
打
球
音
を
聞
き
入
れ
、
コ
ロ
が
り
と
距
離

感
を
把
握
。
方
向
性
は
ポ
ス
ト
に
真

っ
直
ぐ
に

セ

ッ
ト
ア
ッ
プ
、
最
後

ま
で
あ
き
ら
め
な

い
集

中
力

の
持
続
を
心
掛
け

た
結
果
、
天
候

。
メ
ン

バ
ー

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

全

て
に
恵
ま
れ
て
偶
然

に
も
優
勝
と

い
う
最
高

の
栄
誉
を
頂
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

今
後
は
こ
の
偶
然
を

偶
然
で
な

い
様
、　
一
層

の
精
進
を
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ダイヤモンド賞  青木 昭子 (深谷市)

子の部 【子の部

‖l頁  位

』一」
スコアー 氏  名 スコアー 市町名

優 58 雨 青 木 64 (4) 深 ⌒ 雨

準優勝 飯野 勝司 59 ④ 深谷市 秋山 秀子 66 熊谷市
第 3位 末吉  思 60 (4 さいたま而 松澤 地, 66 北本市

第 4位 小峰 四良Б 65 ③ 川越市 田中智恵子 67 さいたま市
第 5位 ノヽ Ш昌   16,ま : 66 (3) 深谷市 ノ 野ヽギ=春

|ヽ 67
=巨

カロ「lD

一
埼
玉
県
Ｇ
・
Ｇ
新
春
交
歓
大
会
　
平
成
２８
年
１
月
２５
。２６
日
一

い
富

士

山

の

ふ

も

と
、
雲

一
つ
な
い
晴

天
の
も
と
時
の
栖
裾

野
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

参
加
者
５
１
２
名
で

開
催
さ
れ
た
。
宿
泊

は
熱
海
後
楽
園
ホ
テ

ル
、
懇
親
会
は
鏡
開

き
で
乾
杯
、
団
体
戦

入
賞
者
発
表
、
地
区

ご
と
の
出
し
物
に
笑

い
と
拍
手
喝
来
で
盛

り
上
り
、
楽
し
く
賑

や
か
に
、
手
締
で
終

宴
し
た
。
翌
日
は
陽

ざ
し
の
こ
こ
ち
よ
い

裾
野
で
プ
レ
ー
を
し

て
、
表
彰
式

。
閉
会

式
は
伊
豆
フ
ル
ー
ツ

パ
ー
ク
で
盛
大
に
行

な
わ
れ
た
「
Ⅷ
玖
戦

　

・　
　
　
　
　
　
一言
葉
は
友
達

「
二
日
間
合
計
」
男

　

一

女
別
１
位
～
６
位
に

　

．

表
彰
状
と
盾
、
３０
位

ま
で
賞
品
、
記
念
撮

影
は
き
れ
い
な
富
士

山
を
背
に
、
皆
さ
ん

い
い
笑
顔
で
し
た
。
　
　
　
■

女
性
会
員
の
参
加
が

増
え
た
事
が
喜
ば
し

い
と
の
事
。
ガ
ン
バ

ロ
ー
ー
・

誠
実
一　ｍ期
一　△
〓

楽
し
き
は
我
が
人
生

念
ず
れ
ば
花
ひ
ら
く

し

・
く
如
と

集
中
力

一死
をス
ー
・

和
気
ア
イ
ア
イ

ダイヤモンド賞  高島 保 (草カロ市)

子の部 【子の部

‖l頁 氏 名 スコアー 氏  名 スコアー 市町名

松 井 浩 義 32 川誠市 伊藤 東子 139
=ヨ

カΠF日

準 ′ヽ口杏 半 昭 37 羽牛南 後 藤 光 汀 143 4 華手市

第 3位 ヨ耳>|>| 輌 一 37 ⑩ 行 FF市 大 t鳥 仲子 144 本序市

第 4位 石 井 偉 治 Zl∩  ほ 深 谷 市 武丼言美子 144 4 深 谷 市

第 5イ市 嶋田 津 lb 41 0 深谷市 藤丼  範子 145 ( 能 谷 市

団体成績表

さいたま市・C
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一　
専
門
委
員
研
修
会
　
一

平
成
２７
年
１２
月
９
日
に
熊
谷
ス

ポ
ー
ツ
文
化
公
園
会
議
室
に
於
い

て
第
１
回
専
門
委
員
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
藤
井
副
会
長
の

開
会
の
辞
で
始
ま
り
、
会
長
挨
拶
。

そ
し
て

ク
言
葉
は
予
想
も
つ
か
な

い
く
ら
い
に
人
を
傷
つ
け
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
る
の
で
気
を
付
け
て

進
ん
で
い
き
た
い
″
と
い
う
言
葉

か
ら
始
ま

っ
た
倫
理
委
員
会
の
設

立
と
規
約
に
つ
い
て
の
会
長
の
講

義
。
理
事
長
の
こ
れ
か
ら
の
具
体

的
な
協
会
運
営
な
ど
が
示
さ
れ
、

引
き
続
き
各
専
門
委
員
長
よ
り
専

門
委
員
会
の
活
動
内
容
こ
れ
か
ら

の
目
指
す
方
向
な
ど
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
今
ま
で
分
か
ら
な
か
っ

た
事
が
分
か
り
と
て
も
有
意
義
だ

っ
た
と
言
う
感
想
も
あ
り
、
続
け

て
い
き
た
い
と
言
う
事
で
締
め
く

く
ら
れ
ま
し
た
。

倫理委員会設置

倫理委員会の委員は理事会で承認し、平成27年 11

月 6日理事会にて会長より委嘱された。

倫理委員長 黒澤健一
倫理委員 小嶋隆、野川保、河本守、竹原定男、

鈴木和子、藤田幸作

倫理委員相談 。苦情受付窓口 藤田幸作
T347-0105

加須市騎西33-7 FAX・ TEL 0480-73-5074
相談 。苦情の匿名は認めない。

役員・委員倫理規定 (抜粋)

(目的)第 1条
この規程は、埼玉県グラウンド・ゴルフ協会の役員、

評議員、専門委員、事務局員の倫理に関し、基本と

なるべき事項を定めることにより本会の目的、事業

執行の公正に対する会員の疑念や不信を招 くような

行為の防止を図り、もって本会に対する社会的な信

頼を確保することを目的とする。

(役員・委員基本的責務)第 4条
1 役員、委員は、暴力、セクシャル・ハラスメ
ント及び、 ドービング等薬物乱用などの行為
を絶対に行ってはならない。

2 役員、委員は個人の名誉を重んじ、プライバ
シーに配慮しなければならない。

3 役員、委員は、日常の行動について公私の別
を明らかにし、職務やその地位を利用して自

己の利益を図ることや幹旋・強要をしてはな

らない。

4 役員、委員は、補助金、助成金等の経理処理
に関し、会計基準に基づく適正な処理を行い、

決して他の目的への流用や不正行為を行って

はならない。

5 役員、委員は、自らの社会的な立場を認識して、
常に自らを厳しく律し、本会の信頼を確保す

るよう責任ある行動を取らなければならない。

(相談・苦情の窓□と対応)第 5条
1 役員、委員倫理規定に抵触したと思われる事
項について、相談、苦情を受け付ける窓口を

倫理委員会内 (委員長)に設ける。相談、苦
情については匿名を認めない。

2 相談、苦情の窓口となる選任者については、
会長がそれを委嘱する。

3 相談、苦情の内容は、緊急な場合を除き文書
かメール等で受け付け、記録として保存する。

保存した記録は、原則、非公開とする。

4 受け付けた相談、苦情は、所定の書式で速や
かに倫理委員会に提出する。

(役員、委員がこの規程に違反した場合の対処等)第 7条

役員、委員等に、この規程に違反する行為を行っ

たおそれがあると認められる場合は理事長 (理事 )

は直ちに調査を開始し、調査の結果、当該役員、委

員にこの規程違反があったと認められる場合におい

ては、会長は倫理委員会の意見を聴取したうえで、

厳正に必要な処置をとるものとする。

本会ならびに加盟団体における倫理に関する

ガイドライン (抜粋 )

I.人道的行為に起因する事項
1.身体的及び精神的セクシャル・ハラスメント
について

当協会の役員、委員等、現場指導者及び登

録競技者等に対しては、広報、情報、資料を

通じて具体的な教育啓発活動を行うとともに、

講習会、研修会等においても周知徹底を図っ

ていくこと。

(1)安易に性的言動、表現を行うことは巌に慎む

こと。

(2)親 しみの言動、表現であっても、個人によっ

て受け止め方に違いがあることを認識するこ

と。

(3)本人に悪意がない場合でも、その言動によっ

て相手が不快に感じた場合は、セクシャル・

ハラスメントになることを認識すること。

(4)陛的言動、表現を受けて不快に感じた場合は、

無視せず相手に対して「不快である」旨をは

っきりと意思表示をすること。
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ね
ん
り
ん
ビ
ツ
ク

お
い
で
ま
せ
！
山
口
２
０
１
５

杉
戸
町
Ｇ

。
Ｇ
協
会
　
熊
谷
　
寿
弥

第
２８
回
全
国
健
康
福
祉
祭
山
口
大
会
が
、

平
成
２７
年
１０
月
１７
～
‐９
日
山
口
県
岩
国
市

玖
珂
総
合
公
園
Ｇ

・
Ｇ
場
で
４７
都
道
府
県

と
２０
の
政
令
指
定
都
市
か
ら
１
８
０
０
０

人
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
宣
言
後
、
矩
火
台
点
火
、
ご
来
賓

の
常
陸
宮
様

の
お
言
葉
を
戴
き
、
鈴
木
ス

ポ
ー
ツ
長
官
の
挨
拶
後

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

に
入
り

「
お

い
で
ま
せ
」
の
人
文
字
、
高

校
生
の
マ
ー
チ
ン
グ
ド
リ
ル
、
打
ち
上
げ

花
火
と
続
き
開
会
式
の
終
了
。

式
、
終
了
後
大
会
地
岩
国
市

へ
移
動
、
翌

日
の
競
技
に
備
え
英
気
を
養
い
ま
し
た
。
地

域
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
方

々

。
小
学
生
か
ら

暖
か
い
歓
迎
を
受
け
な
が
ら
交
流
大
会
に

入
り
ま
し
た
。

感
動
し
た
の
は
地
元
の
子
供
た
ち
と
会

話
を
交
え
な
が
ら
競
技
す
る
こ
と
が
で
き

新
鮮
さ
を
味
わ
い
ま
し
た
。

起
伏
に
と
ん
だ
難

コ
ー
ス
に
悩
ま
さ
れ

ス
コ
ア
が
伸
び
ず
苦
戦
し
入
賞
に
届
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
最
後
に
大
会
派
遣
に
ご
支

援

い
た
だ
き
皆
様
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

埼
玉
県
選
抜
選
手

小
原
　
　
孝

（杉
戸
町
）

田
中
　
一昂
子

（深
谷
市
）

長
谷
川
　
淳

（加
須
市
）

遠
藤
　
博
子

（三
郷
市
）

船
戸
　
治
信

（三
郷
市
）

熊
谷
　
寿
弥

（杉
戸
町
）

一　
　
　
妻
に
感
謝
　
　
　
一

川
越
市
Ｇ

・
Ｇ
協
会
　
　
窪
田
　
起
三

１１
月
７
日
、
絶
好

の
天
候
の
中
、
第
７

回
西
部
地
区
Ｇ

・
Ｇ
大
会
が
安ぁ
胎
奈な
批
ボ

公
園
で
開
催
さ
れ
、
的

一
Ｇ

。
Ｇ
の
仲
間

の
応
援
と
、
週
２
回
の
練
習
の
お
か
げ
で

総
合
優
勝
が
で
き
ま
し
た
。
ル
ー
ル
と

マ

ナ
ー
を
守
り
、
健
康
で
明
る
く
楽
し
い
Ｇ

。

Ｇ
を
目
標
に
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

個
人
的
に
は
三
弟
妹
で
Ｇ

・
Ｇ
を
楽
し

み
な
が
ら
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。
又
、
私

が

一
番
後

の
入
会
で
７
年
目
で
す
。
今
日

ま
で
の
成
績
は
、
今
回
ラ
ッ
キ
ー
が
重
な

り
優
勝
。
第
５
回
大
会
は
１５
位
、
昨
年
第

６
回
大
会
は
１１
位
と
言
う
結
果
で
す
。

楽
し
く
Ｇ

・
Ｇ
が
出
来
る
の
は
仲
間
の

皆
さ
ん
並
び
に
大
会
で
組
む
パ
ー
ト
ナ
ー

の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

感
謝
は
も
う

一
つ
有
り
ま
す
。
健
康
で

Ｇ

・
Ｇ
が
出
来
る
の
は
妻
が
健
康
で
有
る

こ
と
も
併
せ
て
あ
り
ま
す
。
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

今
後
も
Ｇ
・

Ｇ
発
展
の
た

め
頑
張
り
た

い
と
お
も

い

ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
　
ソ
ン
グ

四
、

あ
り
が
た
や
　
あ
り
が
た
や

．／
ゝ

′ｒ
ヽ

五
、
　
や
め
ら
れ
な
い
　
や
め
ら
れ
な
い

グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
　
や
め
ら
れ
な
い

こ
れ
か
ら
先
も
　
健
康
注
意

み
な
さ
ん
楽
し
く
　
一九
気
良
く

あ
り
が
た
や
　
あ
り
が
た
や
　
／
ゝ

′‘
ヽ

六
、　
今
日
も
練
習
　
明
日
又
練
習

努
力
す
る
人
　
い
つ
の
日
か

彩
湖
の
道
満
　
大
会
目
指
し

晴
れ
の
優
勝
　
胸
に
だ
く

曲
は
あ
り
が
た
や
節
で
歌
う
と
よ
い
と
思
い
ま
す

作
詞

¨
萩
原
唯
司

（戸
田
市
Ｇ

・
Ｇ
協
会
）

あ
り
が
た
や
　
あ
り
が
た
や

．／
ヽ

′ｒ
ヽ

今
日
も
朝
か
ら
　
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ

出
来
る
幸
せ
　
あ
り
が
た
や

そ
れ
も
元
気
で
　
い
ら
れ
る
か
ら
よ

青
空
の
下
　
ガ
ン
バ
ロ
ー

あ
り
が
た
や
　
あ
り
が
た
や
　
／
ヽ

′‘
ヽ

今
日
の
ス
イ
ン
グ
　
ス
ラ
ン
プ
な
の
か

打

っ
た
ボ
ー
ル
は
　
右

・
左

そ
う
言
う
時
に
は
　
い
つ
も
の
練
習

思
い
出
し
て
の
　
ス
イ
ン
グ
を

あ
り
が
た
や
　
あ
り
が
た
や
　
／
ヽ

′‘
ヽ

ス
ラ
ン
プ
過
ぎ
れ
ば
　
い
つ
も
の
ペ
ー
ス

打

っ
た
ボ
ー
ル
は
　
ま

っ
す
ぐ
に

ポ
ス
ト
め
が
け
て
　
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

み
ご
と
に
き
め
て
　
得
意
顔

あ
り
が
た
や
　
あ
り
が
た
や
　
／
ゝ

′ｒ
ヽ

天
気
良
け
れ
ば
　
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ

雨
が
降

つ
た
ら
　
カ
ラ
オ
ケ
と

熟
年
パ
ワ
ー
は
　
一九
気
で
ご
ざ
る

第
二
の
人
生
　
楽
し
く
ね

フこまあ～井臨募集̈
あなたの街のあなたのクラプのあなたの周りの

ちよつと耳よりな話
心温まる ちょつといい話
ちょつと困つた、迷惑している話

編
集
後

記

大
相
撲
１
月
場
所
で
は
、
１０
年
ぶ
り
に

日
本
人
力
士
が
優
勝
、
力
士
同
様
に
最
高

に
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
そ
し
て
、
会
員

の
皆
様
に
心
の
こ
も

っ
た
ご
投
稿
を

い
た

だ
き
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
と
共
に
、

い

つ
も
元
気
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も
お
互

い
に
明
る
く
、
楽

し
く
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
い
つ
も

元
気
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
Ｈ

訂
正
と
お
詫
び

Ｇ

・
Ｇ
第
４８
号

（平
成
２７
年
１０
月
３‐
日

号
発
行
）
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正

し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

訂
正
箇
所

１
頁
第
２８
回
全
国
Ｇ

。
Ｇ
交
歓
山
形
県
大
会

文
中
と
成
績
表
中

岡
田
幸
作
さ
ん

正
し
く
は
　
岡
田
耕
作
さ
ん

400字以内でお願いします。
写真も有つたら添えてくださいネ。


